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 胃レ線検査,粘膜生検,内視鏡検査により診断の確定した23例の表層性胃炎,9例の萎縮性
 胃炎患者について,早朝空腹時胃管を挿入して持続的に胃液を吸引し,20分間前液を,次いで
 20分間基礎胃液を採取'し,直ちにヒスタミン(体重鱒あたりα018勘9)を皮下注射し,そ
 の後20分間隔で120分迄採取を行った。吸引採取した各分割胃液は速かに遠心器にかけ粘液
 を分離し,上澄部分を実験材料とし,遊離塩酸,クロール,カリウム,ナトリウム,カルシウム,
 総蛋白・残余窒素の各濃度及び分泌量を測定し・それぞれの時間的変化を観察した。各平均値に
 ついてみるに,分泌量は表層性胃炎例では萎縮性胃炎例に較べて遙かに多く,その最高分泌量は
 ヒスタミン刺戟後40分分割にみられ70㏄採取され,萎縮性胃炎例では42㏄であった。基礎
 分泌量はそれぞれ37㏄,35CCであった。遊離酸度については,基礎胃液では表層性胃炎25.
 汐仲5鉱萎縮性胃炎9例の全例が無酸であった。ヒスタミン刺戟後では萎縮性胃炎例中2例の
 み無酸を示し,平均最高値は表層性胃炎では89mEg/しで40分後に,萎縮性胃炎では40
 mE旦/しで60分後にみられ,その後漸次下降し120分で略基礎値にもどったDクロール濃度
 は表層性胃炎例,萎縮性胃炎例共に遊離酸度に平行する時間的変化を示し,最高値はそれぞれ
 12Z8mEq〆L,100mEq/しであったDナトリウム艘度,カルシウム濃度の変化は両疾患
 群に齢いて,遊離酸度及びク・一ル濃度の変動に対して対蹠的な変化を示した。即ちナトリウム,
 カルシウム濃度の最低値はヒスタミン刺戟後40分乃至60分後にみ・られ,表層性胃炎例ではそ
 れぞれ25mEq/L,a87阻Eq■しであり、萎縮性胃炎例では57mEq■Ld.5m町/し
 であった。カリウム濃度はヒスタミン刺戟後慢属性胃炎例,萎縮性胃炎例共に粕急激に多少の上
 昇がみられ,40分後にそれぞれ最高値書Z5mE旦/L,1Z2!n町/しに達し,その後徐々に
 下降したが,他の電解質に比しその時間的変化は著るしぐ寿かつた。総蛋白濃度の時間的変化に
 ついては両疾患群共にヒスタミン刺戟後二相性の変化を示し,始めの20分乃至40分間上昇し
 次いで下降し60乃至80分より再び上昇した。残余窒素濃度については,表層性胃炎例ではナ
 トリウム,カルシウム濃度と略平行した変化を示し、始め減少しヒスタミン刺戟後60分より上
 昇した。萎縮性胃炎例では殆ど時間的変化がみられたかった。総括的にみるに,表層性胃炎例で
 はヒスタミン刺戟に対して分泌.量,遊離酸度,電解質,総蛋白量残余窒素のすべてにおいて萎縮
 性胃炎のそれより著明左変化がみられたが,これは両疾患群の胃粘膜細胞のヒスタミン刺戟に対
 する反応性の相違によるものと推測される。更にク・一ル濃度と総陽イオン幾度との関係をみる
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 幡表層性胃炎では高度の正の相関を示し(相関係数7㎝十〇.95),萎縮性胃炎でも比較的よ
 い正の相関(γ。十〇.71)を示した。亦遊離酸度とナトリウム濃度の関係も比較的良好で共に
 負の相関を示し,表層性胃炎では1漏一〇.70,萎縮性胃炎では7。一α62であった。
 胃液電解質の分泌機構については,胃粘膜には機能の異った諸種の細胞が存在し,種々の刺戟
 に対して複雑左反応を示す為未だに明確な説明が左されていないが,既に多くの研究が,Bユi-
 ss(1930),Grεしy&Buc血er(1941),Mar'bin(窄950),Bernstein
 (1952)・Le$ser(1955),Wer七her(1960),Hirsehowitz(1961)・
 H6■■ander(1965)等によって左されている。それらの文献を綜合してみるに,カリウム
 は壁細胞より分泌され,遊離塩酸と共に流出し・壁細胞の活動性を示すという説もあり・又壁細
 胞及ひ非壁細胞より同時に略一定の速度で分泌され,それらの細胞の活動性及ひ胃液酸度にはあ
 まり左右されたいという説もあ鮎未だに一致した兇曜に達してい左い。ナトリウムの分泌につ
 いては非壁細胞より分泌されるという説が広く認められてむり,最近ではHirseh6wit多が
 ナトリウム濃度と水素イオン濃度が負の相関を示すのは,非壁細胞から分泌されたナトリウムイ
 オンが壁細胞から分泌される水素イオンと交換される為であるという説を提案している。カルシ
 ウムの分泌については,その時間的濃度変化がヒスタミン刺戟後,ナトリウムの濃度変化と略平
 行して起ることにより,非壁細胞より分泌されるものと推察される。総蛋白,残余窒素の分泌機
 転については更に研究の余地がある。
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 審査結果の要旨
 本研究は胃炎患者の胃液についてン主として電解質の濃度変化の追及を目的として行左われた
 ものである。すなわち胃レ線検査5胃祐膜生検レ胃内視鏡検査によ,診断り確定された25例の
 表層性胃炎テ9創り萎縮性胃炎○患者についてF胃管を用いシ持続的吸引法によ多20分間隔で
 採取した空腹時胃液聖基礎胃液およびヒスタミン刺激後120分間にわたり採取した胃液の分泌
 量遊離酸度アナトリウム,カリウム,カルシウ鞠ク・一ル・総蛋白,残余窒素の各幾度D時
 間的変化を親祭したがy両疾患群にむいて宇ヒスタミン刺激後,各成分の時間的濃度変化は酸ぼ
 同様の傾向を示した・分泌量y遊離酸度シク・一ル濃度は刺激後増加し,40～60分で最高値
 に達しヲそD後下降しr120分でほぼ基礎値にもどった。これに対しナトリウム,カルシウム
 濃度iは対称的に変化し,刺激後40～60分て最低値を示した。カリウム震度ID変化はあまり著
 明でなも刺激後40分で軽度の上昇を示したにすきない。
 語意蛋白濃蔓乏の変イヒは二二相性で.重台め上善カロし,次いで下1降し、,;揃激後40～60分て再び翼音力1じ⊃
 傾向を示した。残余窒素震度D変化ゼ・厳淫二相性でめったがシ著しい変化は見られ液かったの両
 疾,憲群について,ヒスタミン刺激による各成分D時間的変化は表層性胃炎例では萎縮性胃炎例に
 較べて鑑かに著明であるが}これは両者の胃栢膜細胞の反応性D相違を示すもわと、思われる。表
 層性胃炎例についてみるにフヒスタミン刺激後の分泌量ヲ遊離酸度,ク・一ル濃度の平均最高値
 はそれぞれ70cc/23分,8gmEq/L127mEq/しで9萎縮性胃炎では,42㏄/
 4emEq/Lア10脳立町/しであった。他方ナトリウム,カルシウム濃度のヒスタミン刺激後
 平均最低値は,表層性胃炎例ではそれぞれ25mEq./L,0.87mEq/しであ恥萎縮性胃
 炎例では5アmEq/L戸.5mEq・/してあった。カリウム濃度の最高値鵜前者では1Z5,
 後者では1Z2mEq,/1、で,ほと,礼、ど差違はなかった。
 次にクロール濃度と総湯イオン濃度の関係は両疾患群において正の相関をタ遊離酸度とナトリ
 ウム濃度は負O相関を示しヲそれらD関係は表層性胃炎例で,よウ高度であった。胃液電解質D
 分泌機構に関しては、、今世紀初め頃よウ諸家により主として遊離塩酸,ナトリウム,カリウムに
 ついて,多ぐの実験がなされてお鉱種々の説明がなされているがシカリウムの分泌については
 一致した見解に達していない。
 本研究では萎縮性胃炎・つヒスタミン刺激後の分泌蚤遊離塩酸,ク・一ルの平均最高値が表層
 性胃炎のそれに較べて著しい低疸を示し,両様にナトリウム,カルシウム濃度の平均最低値は表
 層性胃炎のそれよむも高い値を得ている。
 したがって本論文1せ学位を授一与するに値1するも.⊃と認めるe
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